














































という事を『古事記』 語って る。 よ 榛の木への顕




























そこで「大き猪」と遭遇する。この「大 猪」につい は、すぐ後に配列されている雄略天皇と葛城一言主大神の物語 守屋俊彦氏が「山の神は、民俗学の報告によれば、猪など山の動物を使
－ 4－

























































る事、また特別な矢として、宣戦布告の合図で敵を音によって威嚇し追い払う用途で用いられてい と言える。 これらの用例を見ると、雄略天皇も、 敢えて特別な矢 「鳴鏑」を用いて射た事により、この猪に宣戦布告を行い、猪を驚か 威嚇する事を主な目的いたと読み取る事が出来る。　
すると、その結果として猪は怒り、 「うたき依り来たり」唸りな
がら近付 て来た。そこで雄略天皇はその唸りを恐れ 榛の上にお登りになったと物語は続いてい 。　
ここで「榛」という樹木が登場する。榛については 時代別国




























































































































































































































を見ると、神聖な三輪山の林の榛を詠んだ歌や（①一九） 、 「真榛」という美称の接頭語を用いた例（⑦一一五六、 ⑯三七九一 などに、呪的な特徴を見いだす事は可能であると言える。　
但し、それは樹木そ も が持つと考えられた呪的要素の域を超
えているものではないように思われる。現在もそうであるが、古代は樹木そのものが神聖 存在 捉えら 、呪的な力を持つと考えられていた。 『古事記』や『萬葉集』等においても、常緑樹や、高く成長する等の特定 種類 樹木は言うまでもなく（たとえば「カシ」は『古事記』におい は、神武天皇の宮「畝火之白檮原宮」の名に用いられたり、 「葉広熊白檮」と呼ばれて誓約に用い たり（垂
－ 8－






























この「ありねよし」は対馬の枕詞であ が 「ありね」は、海中に高く現れ、そこに目立って存在している嶺の意であると言える。唐などに渡る時 対馬の嶺はその航路にお て高く存在し、目印となっていたことが考えられる。この事から、 当該歌の「 り丘」も、 「高く目立って存在す 丘」と捉えて良いと言える。　
すると、この高く目立つ「在り丘」は、古代においては境界のひ
－ 9－




























































を守っている榛の木に雄略天皇が神聖さや呪的な力を見出して讃美したと語る事には、どのよ な理由 ある だろうか。　
それについては、雄略天皇と対峙した「猪」 『古事記』におけ
る特徴と関係があ と考えられる。以下に『古事記』の猪の例を挙げると、①大穴牟遅神を殺すために八十神たちが、伯岐国 手間の山に「赤き猪」がいる 言い、 「火を以て猪に似たる大き石を焼いてそれを転ばし落 、大穴牟遅神を殺した例（上巻） ②伊吹山で遭遇した 白 （この猪は伊吹山の「神の正身」と説明されている）に間違った言挙げを て 氷雨 いう厄災を被り、 崩」に向かった倭建命の例（中巻・景行天皇） ③息長帯日売命と御子（のちの応神天皇） を討ち取ろう 、 その成否を誓約狩で試した所、 「大き怒猪」に登っていた歴木を倒され喰い殺された香坂王の例（中巻・
仲哀天皇） 、④宇遅能和紀郎子を殺そうと宇治に攻め込んだ時、船頭に扮した宇遅能和紀郎子に、宇治の山にいる「怒れる大き猪」を討ち取るつもりだと告げたが、宇遅能和紀郎子の策略によって宇治川で溺死させられ 大山守命の例（中巻・応神天皇） 、⑤近江の蚊屋野に猪や鹿が沢山いるという事を聞き、狩りに出かけた大長谷王（下巻・安康天皇）の例が見られる。　
⑤の例は食肉としての猪鹿であり、この大長谷王は後の雄略天皇
であるが、①から④のように「赤き」 「白き」 「大き」 「怒り」などの特徴のある『古事記』 猪は、狂暴で特別な力を持ち 山の神そのも 、またはその地の象徴たる生物として登場している。そしてその猪（または猪を擬したもの）と対峙した、もしくは討ち取ろうとした神や人物は皆死 迎えている。雄略天皇は『古事記』において、このような猪と対峙しても生命を落とさずに済んだ希有な人物という事になり、そのゆえに、榛の木は雄略天皇に、神聖な、そして呪的な言葉を用いられ、讃美された だと考えられ 。雄略天皇が 「我が逃げ登りし」 と歌ったのも こう 『古事記』 おける 「大き猪」 怒り猪」のあり と 無関係で ないと言える あろう。　
そしてこの物語の次に、雄略天皇と葛城一言主大神の融和の物語
が続く。雄略天皇が葛城山に行幸 、向かいの山を登る一行が自分達の行列と全く同じ装いをしている事に怒り、攻撃しようとして咎めた所、相手が葛城一言主大神であると名乗った為 天皇は畏敬て捧物を献上し、大神はこれを喜ん 、長谷の山口まで雄略天皇を
－ 11 －























































































 『萬葉集』①一九、 ①五七、 ⑦一一五六、 ⑦一一六六、 ⑦一二六○、
 
　　　












































『古事記』 『日本書紀』 （一～三） 、 『萬葉集』 （一～四） 、
『風土記』共に新編日本古典文学全集（小学館）に依る。
－ 14 －
